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iOLM は、アクセス /FTTx ネットワーク特性用に最適化されたアプリケーションです。この OTDR ベースのア

プリケーションは、マルチパルス測定および高度アルゴリズムを使用して、リンクに関するすべてのエレメン

トの詳細情報を提供します。

iOLM モジュールには、オプションとして、インライン電力計を設置することができます。オプションとして、

2 つの波長を試験に使用する場合、1 回の測定で 2 つの波長に対する出力水準を測定することができます。

注記 : 購入したモデルやオプションによっては、使用できない機能があります。

ユーザー設定

初期設定のストレージフォルダ、レポートおよび音声通知等、

お使いの iOLM アプリケーションの外観および動作をカスタマイズ

します。
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タップします。

3

 タップします。

 測定結果を記載した PDF レポートを作成することができます。

レポートの作成

インライン電力計の使用結果の表示と診断の確認

［OPM］タブで、波長を選

択します。1 4

［リンクビュー］タブに
は、特定のリンクが単独

で表示されます。

［エレメント］タブには、対応するエレメントあるいは
リンクビューで選択した

 項目が表示されます。

タップします。

1

場所を選択します。

4
タップします。

3 必要な場合、ファイル名を変更

します。

2

お使いのモジュールを光源にする

現在の OTDR レーザーを光源としてファイバ他端で電力計測定することができます。

1

3

2

［光源］タブで、波長を選択します。

変調を選択します。

タップして発光を開始または停止します。

タップして、対応する診断を閲覧します。

測定を実行した後に、別のタブで結果を閲覧することができます。

本アプリケーションで問題あるいは不明な測定状況などが検知された場合、診断が実行され、各リンクエレメ

ントの問題についての詳細情報が提示されます。

インライン電力計はシングルモードライブポートからリンクの電力を測定します。同ポートは、 iOLM 測定に

も使用します。複数の波長で同時に電力計測定ができるように、2 チャネルを設置することもできます。

2 ［iOLM］タブで、シングルモード

ライブポートを選択します。
タップします。

波長を選択し

ます。

3

診断の詳細
タップしてリンク内を
移動します。

赤色になっている場合は、ソースがアク
ティブであることを表します。
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測定値の特定

使用中のテストで命名計画を実行する場合、自動命名機能が役立ちます。

 タップします。

名前に含められ
る項目。

 現在の測定 : 標準ループバックあるは双方向ループバック測定
ファイルを使用している場合は、［値］列が 2 列、つまり、各
ファイバに 1 列ずつ、割り当てられています。

 次の測定 : ［値］列が 1 列のみ表示されます。

選択するごとに、このプレ
ビューは自動更新されます。

インクリメント値を設定する。

名前の中の選択
した識別子の表
示順を修正しま
す。

識別子間のセパ
レータを選択し
ます。

識別子用の自動インクリメン
トを有効にします。

必要な場合、開
始、停止および
ステップ値を設
定します。

テスト構成の使用

機器の購入時、初期設定は事前定義済みの構成になっています。個別ニーズに合わせたテスト構成を各自作成

することもできます。

3

次の測定に使用する構成を

選択します。

現在の測定用に使用している構
成。

テストパラメータの構成および測定の開始

1 ［iOLM］タブで、ポートおよ

びファイバのタイプを選択し

ます。

2 波長を選択します。

3
ファイバ長のランチと受信を

自動較正するには、［測定］を

タップします。

または、

 値を手動で指定するには、試

験ニーズに合わせてチェック

ボックスを選択し、値を入力

します。

選択した構成をコピーして新しい構成を作成し
ます。

タップして、構成設定

を変更します。

外部機器からリストに構成を追加します。

別の機器でも
使用できるよ
うに、構成を
保存します。

4
必要な場合、現在の構成

の設定を修正します。

注記 : ［ループファイバ］チェックボックスから、ループバックモードで試験することができます。

4
現在使用中のオプションを

選択します（マルチファイ

バスイッチまたは双方向

ループバック）。

双方向ループバック測定を実行
するには、これを選択します。

マルチファイバ光学式スイッチ
を使用するには、これを選択し

ます。

［開始］または 
［OptiModeで開

始］をタップ

します。

どの方向を先に試験するかによって、
［1］または［2］を選択します。

5

iOLM は、選択したポートおよび波長について測定を実行し、次の測定に向け、数値が保存されます。

標準モードあるいはループバックモード等、ニーズに合わせて、各種の試験タイプが使用できます。

テスト構成が
 読取専用モードになっ
ていることを表します。

1
 タップします。

2


